	分野
	マネジメント分野（ビジネス・マネジメント）

	教材の
タイトル
	ビジネスプレゼンテーションにチャレンジしよう

	教材からの学び
	１　ＳＤＧｓやSociety5.0、ＥＳＧ投資に対応して変わりゆくビジネスの事例について、地元企業の取組を調べ、分析する力を養う。
２　地元企業の取組をまとめ、問題解決にむけて主体的に取り組む態度を育成し、プレゼンテーションの作成方法と表現力を養う。

	時間数
	４時間

	授業の
進め方
	
＜１時間目　調べ学習＞
１　ワークシートを配付し、既習の知識やフレームワークの技術を活用し、地元企業の取組を調べ、分析する。ここでは、ＳＤＧｓやSociety5.0、ＥＳＧ投資など変わりゆく未来のビジネスと関わりのある事例について調べる。
　　・グループに分かれ、事前にどのように進めるか役割分担を決める。
　　・発表するのは、１グループ１社とし、１つの事例について発表する。
　　・インターネットの情報を活用してよい。
　　・既習のフレームワークを活用し、情報整理、因果関係の分析をしてもよい。
　　・次回の授業時間までに事前学習をする。
　　（50分）

＜２～４時間目　プレゼンテーションの準備と発表　＞
１　グループで、情報を共有し、プレゼンテーションの準備をする
（１グループ５分の発表を想定）。
　　発表内容には、社会的課題を解決させる視点及び経済性の観点、経済効果に関する観点を入れるようにする。調べても情報がなければ、環境会計の取組に置き換えてもよい。なお、分からない場合は企業に直接取材してもよい。
　　（50分×２）
２　プレゼンテーションの実施と振り返り。（45分）
３　クロージング。（５分）
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研究発表「ビジネスプレゼンテーションにチャレンジしよう」　授業計画

■本単元の位置付け
第１章　ビジネスとマネジメント
第２節　イノベーションの重要性

■本単元の目標
＜１時間目＞
・ＳＤＧｓやSociety5.0、ＥＳＧ投資に対応して変わりゆくビジネスの事例について、地元企業の取組を調べ、分析する力を養う。

＜２～４時間目＞
・地元企業の取組をまとめ、問題解決に向けて主体的に取り組む態度を育成し、プレゼンテーションの作成方法と表現力を養う。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
　・【調べ学習】メモ欄１とメモ欄２から、発表する地元企業について理解している。

【Ｂ】思考・判断・表現
　・発表したプレゼンテーションが、①ＳＤＧｓやSociety5.0、ＥＳＧ投資のテーマに即した企業の取組であり、②社会的課題を解決させる視点及び経済性の観点、経済効果に関する観点を入れた発表をしている。
　・【調べ学習】２から、「これまで学んできたフレームワークを活用しよう」の記入状況から、根拠に基づいて、グループの考えを表現している。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
　・「シート１」または「シート２」から、振り返りにより、今回の学習を今後に生かそうとしている。

■留意事項
発表する取組は、地元企業に限定する。また、ＳＤＧｓやSociety5.0、ＥＳＧ投資など、変わりゆく未来のビジネスと関わりのある事例とする。さらに、事例の発表で終わらずに、社会的課題を解決させる観点及び経済性の観点、経済効果に関する観点を入れた発表をさせる。




















■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
＜調べ学習＞（１時間）
１　ワークシートを配付し、既習の知識やフレームワークの技術を活用し、地元企業の取組を調べ、分析する。ここでは、ＳＤＧｓやSociety5.0、ＥＳＧ投資など変わりゆく未来のビジネスと関わりのある事例について調べる。
　　・グループに分かれ、事前にどのように進めるか役割分担を決める。
　　・発表するのは、１グループ１社とし、１つの事例について発表する。
　　・インターネットの情報を活用してよい。
・既習のフレームワークを活用し、情報整理、因果関係の分析をしてもよい。
　　・次回の授業時間までに事前学習をする。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（３分）
　　（前回までに、このシリーズの教材を使った授業をしている場合）
・ＳＤＧｓとSociety5.0、ＥＳＧ投資の対応に向けて今後も世の中は変わっていきます。ビジネスの在り方やビジネスモデルも、今と10年後では大きく違っていきます。これまでさまざまな事例を基に、フレームワークを活用して、情報整理する力や、分析力、発想力などを養ってきました。これからは、皆さんが通学する学校所在地の市町村に属する地元企業に着目して、地元企業が取り組む事例について調べ、発表していきましょう。地元企業については別紙（Teamsでデータ共有してもよい）の「愛知県名古屋市に本社を置く上場企業」を参考にしてもらっても構いません（それ以外の企業でも地元の企業であれば大丈夫です）。
・まずは、地元企業にどんな企業があるか知っていますか。発問してもよい。
（この教材を初めて利用する場合）
　・これからは、皆さんが通学する学校所在地の市町村に属する地元企業に着目して、地元企業が取り組む事例について調べ、発表していきましょう。地元企業については別紙（Teamsでデータ共有してもよい）の「愛知県名古屋市に本社を置く上場企業」を参考にしても構いません（それ以外の企業でも地元の企業であれば大丈夫です）。
　・まずは、地元企業にどんな企業があるか知っていますか。発問してもよい。

２　＜調べ学習＞（47分）
　・ワークシートを配付する。
　・ＳＤＧｓやSociety5.0、ＥＳＧ投資の対応に向けて、変わりゆくビジネスの事例について、地元企業の取組を調べてみましよう。１グループ１社とし、１つの事例を調べてください。
発表する企業は、製造業、販売業、サービス業など業態は問いません。
また、発表内容には、以下の３つを含めましょう。調べても情報がない場合は、環境会計の取組について置き換えても構いません。
①　その事例が、社会的問題をどのように解決していくか。
②　経済性（どれくらいの規模（コスト・費用）で、どれくらいの資金が必要か）。
③　経済効果（将来にかけて見込める利益）と、「誰（何）に対して」「どのような」影響を与えるか。
※環境会計とは、企業等が持続可能な発展を目指して、社会との良好な関係を保ちつつ、環境保全への取組を効率的かつ効果的に推進していくことを目的として、事業活動における環境保全のためのコストとその活動により得られた効果を認識し、可能な限り定量的（貨幣単位又は物量単位）に測定し伝達する仕組みです（環境省による定義）。
　例えば、「環境保全コスト」として、公害防止コストには、二酸化炭素削減や省エネ機器設備導入に、〇〇千万円、〇〇億円。「環境保全効果」として、電気使用量や都市ガス使用量は、△△千kWh、△△千ｍ３。「環境保全対策に伴う経済効果」として、省エネによるエネルギー費削減額は、昨年よりも××万円節約など、環境への取組をコストや経済効果で示します。
　　　（前回の授業までに、本教材のフレームワークを活用したことがある場合）
　・また、調べた情報を整理する場合や、因果関係を分析したり、課題解決したりするための手法として、これまで活用してきたフレームワークを１つ必ず使いましょう。
　　例）情報整理（ロジックツリー、ＰＥＳＴ分析）、因果関係の分析（特性要因図）、アイデア出し（ブレーンストーミング、ブレインライティング）
・グループに分かれ、事前に何を調べていくか役割分担を決める。
　一人ずつ１社について調べたものを、次の授業にてグループで共有してまとめる。
・各企業のＨＰまたは、授業後に各校の進路指導室にある企業パンフレットを活用してよい。質問の内容よっては、企業にアポイントメントを取り、取材や電話またはメールで質問してもよい。
　※この部分については各学校の実情により対応してください。
・次回の授業時間までに事前学習をする。



＜２～４時間目＞
	【授業の大枠】
・グループで、情報を共有し、プレゼンテーションの準備をする。
（１グループ５分の発表を想定）。
　発表内容には、社会的課題を解決させる視点及び経済性の観点、経済効果に関する観点を入れるようにする。調べても情報がなければ、環境会計の取組に置き換えてもよい。なお、分からない場合は企業に直接取材してもよい。（２時間）
・プレゼンテーションの実施と振り返りをする。（45分）
・クロージング。（５分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　プレゼンテーションの準備（２時間）
　・発表の準備をしていきましょう。【発表スライドの計画】で、簡単にどんな内容でまとめるか下書きをしていきましょう。特に伝えたい情報量や文字数が多すぎると、かえって伝わらないことがありますので、情報を精選しましょう。特に今回は数値で説明することが多いため、表やグラフを使い、効果的に伝わるスライドを作成しましょう。
　・１グループ当たり５分間の発表ができるように準備しましょう。
　・発表は、グループ全員で行う。

２　プレゼンテーションの実施と振り返り（45分）
　・プレゼンテーション評価シートを配付し、自分たちで各グループの得点と、自己評価の得点を記入する。５項目、各４点の20点満点で評価をつける。
・各グループ発表していきましょう。
　・振り返りシートを配付し、記入させ、グループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いたりして共有する。振り返りの共有は自らの学習を調整するという側面から、非常に重要なため必ず行う。
　・振り返りシートを回収し、評価をつける（次回の授業時間までの課題とする）。

３　クロージング（本時の学習の結晶化）（５分）
　　本教材の作者は以下のようなクロージングを想定しています（クロージングの方法はこの限りではありません）。よろしければ参考にしてください。
　・これまで、地域ビジネスや、日本が直面する課題、将来に向けて取り組むべき問題などと向きあってきました。皆さんはここまで学んできた中で、これらは全て他人事だと思えるでしょうか。ビジネスは、困りごとを抱えたお客様のニーズに応えるところから始まります。困りごとを抱えているお客様は、皆さんの目の前にいます。いろんな場面や状況に応じて、困っている人がたくさんいます。そうです。ビジネスチャンスは、皆さんの日常生活の中にたくさんあります。そしてそれをビジネスにするためには、継続的にもうけるための仕組みにすることが必要でしたね。しかし、企業側だけの思惑で、利益を追求してはいけません。これは４Ｐの考え方でしたね。お金もうけだけでは、ビジネスが成り立たないからです。常に、４Ｃの考え方として、お客様から見た視点が必要でしたね。これまでの探究プログラムを学び終えた皆さんなら、その手がかりになるための知識や技術をたくさん身に付けてきました。これからは、皆さんが学んだ知識と技術を生かして、ＣＭＯ（最高マーケティング責任者）になる出番です。周りの人を納得させるビジネスプランを作り、一緒にビジネスの世界に旅立ちましょう。



2

